
- 1 -

夕張市上水道第８期拡張事業ＰＦＩ導入関係調査について

１ 現状と課題

◎平成２０年度から第三者（民間企業）による包括的な業務委託
・委託範囲：水道施設の維持管理、運営（運転、維持管理、水質検査、料金徴収一部等）

◎市による水道事業の財政計画の策定・運用、事業計画の立案・運用(設計、発注)等
・水道事業プロパーの減少による技術力継承に支障
・水道工事設計・発注・監督（市）を技術職２名で実施し、業務量が過多
・料金収受など事務処理面での体制不足

◎水道施設の老朽化等
・浄水場（Ｓ４２～）、送配水管の老朽化
・浄水施設の破損、故障、送配水管の漏水事故が増加
・緊急時、災害時等の対応に対する危機管理体制の不足
・水道水の安定的供給に支障のおそれ

◎水道事業経営の脆弱性
・人口減少に伴い、料金収入が減少し給水収益の暫減により、今後の水道施設更新
に係る経費支出に支障（負債比率53.2%(H20年度決算)）

・水道料金は１０ｍ あたり２，６８８円と全道１０位と高い水準（平成19年度末）３

であり、早急な料金値上げは市民への負担増

２ 対 策

（１）対応方針
課題に対処するため、経費縮減の観点から民間活用を含む水道事業の新たな連

携形態について検討調査する。

（２）対応内容
目 標 ◎水道事業の健全な運営

安定的な水の供給を確保
経営基盤の効率化、安定化

◎技術職員の不足に伴う水道工事設計・発注・監督の充実
対 策 ◎老朽化に伴う水道施設の計画的更新、早期の実施

◎危機管理体制の多面的な充実
◎水道施設更新に対する経費の縮減、安定化

水道施設更新基本計画の策定（H22.4予定）

具体的対策 効率的な施設の設計、建設、整備の促進
運転維持管理の更なる充実
危機管理体制の充実
民間の技術力、資金力、ノウハウの活用
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夕張市水道事業　事業スケジュール（案） (H22.2)
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